
授業展開例（特別活動・学級活動） 

 

１ 校種・学年 小学校・第３学年 

 

２ 単元名   配膳名人になろう 

 

３ 単元について 

○単元観 

本単元で取りあげる「給食の時間」は，学校教育における食育の中心となる時間である。

また，「給食の時間」は，食べる場面だけでなく，配膳から後片付けまでが一連の食育の

時間である。給食に使われる食材は，各地で生産されたものが給食室に運ばれ，調理員に

よって調理される。そして，できあがった給食を学級のみんなに提供するための仕事が，

給食当番による配膳であり，給食室における調理工程からつながる非常に大切な仕事であ

る。配膳は，衛生的に配膳する力・見た目をきれいに配膳する力・均等に配膳する力・手

際よく配膳する力など，多くの力が必要となる。 

そこで，本時は，学級のみんながおいしく給食を食べるためには，どんな配膳の仕方が

いいのかを話し合う活動をとおして，よりよい給食の時間を作ろうとする意欲や態度を育

てたい。 

 

○児童観 〈省略〉 

 

○指導観 

毎日の配膳活動に意欲的に取り組む意欲や態度を育成するため，授業者が説明するだけ

でなく，ペアワークやグループワークといった児童の主体的な学習活動を取り入れる。グ

ループワークでは，付箋紙を活用した話合い活動を通じて上手な配膳方法についての考え

を深め，全体発表をとおして，クラス全員が共通の認識を持てるよう指導を行う。 

また，振り返りの時間では，本日，学習したことを，グルーブ内で確認をさせる活動を

取り入れる。 

ペアワーク，グループワークでは，うまく話し合いに参加することができない児童がで

ることも予想される。ペアやグループのメンバー選びにおいて配慮を行うとともに，授業

者は机間指導において，話合いの仕方や相手を尊重した聴き方について指導を行うととも

に，そばに行って助言をするなどの支援を行う。 

 

４ 単元の目標 

・みんなで協力しながら上手に配膳する意欲を持つ。 

・みんなが，おいしく食べられるための上手な配膳方法を考える。 

・食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身につける。〈食育の視点〉 

 

 

５ 単元の評価規準 

集団活動や生活への関心・意欲・態度 集団の一員としての思考・判断・実践 

・みんなで協力しながら上手に配膳する意欲 

を持つ。 

・上手な配膳の方法について考える。 

 

６ 指導計画  〈省略〉 ※ 本授業は特別活動の年間指導計画のうちの１時間として実施。 
 



 

７ 本時の展開 

（１）本時の目標 

・みんなで協力しながら上手に配膳する意欲を持つ。 

・みんなが，おいしく食べられるための上手な配膳方法を考える。 

 

（２）観点別評価規準 

・みんなで協力しながら上手に配膳する意欲をもつ。（関心・意欲・態度） 

・上手な配膳の方法について考える。（思考・判断・実践） 

 

（３）準備物 

生産者や調理員の写真 給食の写真 付箋 四つ切り画用紙 ワークシート 

 

（４）人権教育の視点 

・児童の主体的な学習活動を通して，自他を尊重したコミュニケーションスキルを身に 

つける。 

・生産者の方たちの努力に共感する力を養う。 

 

（５）学習の展開 

 学習活動 指導上の留意事項 評価規準 評価方法 

導入 
10 分 

○給食を作ってくれて

いる人やその人たち

の思いや願いについ

て説明し，給食がで

きるまでの流れを確

認する。 

 

○きちんと配膳された

給食の写真と，乱雑

に配膳された給食の

写真を見せて，どち

らがおいしそうに見

えるか，またそれは

どうしてかを話し合

う。 

 

○本時のめあて「めざ

せ！！給食配ぜん名

人」を確認する。 

○ペアをつくり，これ

まで食べた給食の中

で，おいしかったメ

ニュー，楽しかった

ことについて，それ

ぞれ，１分以内で話

し合う。 

○学校給食ができる

までの流れを写真

で示し，安心して，

おいしく食べて欲

しいというたくさ

んの生産者の願い

に気づかせる。 

○見た目の印象や分

量など，具体的違

いについて考える

よう指導する。 

○乱雑だと安心，お

いしい給食になら

ないことに問題意

識を持たせる。 

 

○ペアワークやグル

ープワークが円滑

に進むよう，和や

かな雰囲気を作

る。 

○ペアワークが苦手

に児童には，教師

が代表的な給食の

メニューを提示し

たり，一緒につい

て話したりする支

援を行う。 

  



展開 1 

15 分 

○給食配膳名人になる

ためには，どんなこ

とに気を付けて配膳

したらいいか，考え

たことを付箋紙に書

く。 

 

○４人グループにな

り，付箋紙に書いた

内容を画用紙に貼り

ながら発表し，お互

いの意見を交換す

る。 

 

○集中させるため，

３分間で行うよう

に指示し，計時す

る。 

 

 

 

○相手を尊重した聴

き方をするよう指

導する。 

・相手の方に体を向

ける。 

・相手の目を見て，

うなずきながら，

聴く。 

・友だちの話を最後

まで聴く。 

○似ている意見に

は，付箋を重ねて

貼り，意見をまと

めさせる。 

・みんなで協力し

ながら上手に配

膳する意欲を持

つ。 

・上手な配膳の方

法について考え

る。 

行動観察 

展開 2 

10 分 

○グループで出た意見

を発表する。（授業

者は発表内容を板

書） 

○上手な配膳をしよ

うとする意欲を高

めるため，発表内

容を肯定的に評価

する。 

  

終結 

10 分 

○配膳名人になるため

にがんばろうと思う

ことをワークシート

に書いて，今後の配

膳における個人のめ

あてとする。 

 

○学習したことを振り

返り，本時のまとめ

をする。 

 

○できるだけ具体的

な内容を書くよう

指導する。 

 

 

 

 

○後日，グループで

出た意見をクラス

内でまとめて，

「給食配膳名人へ

の道 ベスト３」

として掲示し，み

んなで守っていく

ことを伝える。 

・みんなで協力し

ながら上手に配

膳する意欲を持

つ。 

ワークシ

ート 

※ゴシック体の表記は，人権教育にかかわる指導。 

 


